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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月28日(2008.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塵埃捕集部に捕集された塵埃を圧縮するために、駆動ユニットにより加圧部材が第１方
向に移動するステップと、
　加圧部材が第１方向の反対方向である第２方向に移動するステップと、が含まれる真空
掃除機の制御方法。
【請求項２】
　前記加圧部材が第１方向に移動する中、前記駆動ユニットに作用する抵抗力が設定値以
上に到逹したか否かが判断されるステップがさらに含まれる請求項１に記載の真空掃除機
の制御方法。
【請求項３】
　前記抵抗力が設定値以上に到逹した場合、前記加圧部材は一定の時間停止する請求項２
に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項４】
　前記抵抗力が設定値以上に到逹した場合、前記加圧部材は第２方向に移動する請求項２
に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項５】
　前記加圧部材が第１方向に移動するステップでは、前記加圧部材が塵埃捕集部に備えら
れる固定部材の一面に向けて移動する請求項１に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項６】
　前記加圧部材が第２方向に移動するステップでは、前記加圧部材が前記固定部材の他面
に向けて移動する請求項５に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項７】
　前記加圧部材の移動範囲が設定範囲以下である否かが判断されるステップがさらに含ま
れる請求項１に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項８】
　前記加圧部材の移動範囲が設定範囲以下であると、除塵時期を外部に通知する通知ステ
ップがさらに含まれる請求項７に記載の真空掃除機の制御方法。
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【請求項９】
　前記駆動ユニットには、両方向に回転可能なモータが含まれる請求項１に記載の真空掃
除機の制御方法。
【請求項１０】
　前記加圧部材は前記塵埃捕集部内で回転する請求項１に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項１１】
　吸入モータの作動によって空気中の塵埃が塵埃捕集部に捕集されるステップと、
　前記吸入モータの作動が停止するステップと、
　前記塵埃捕集部に捕集された塵埃を圧縮するために加圧部材が第１方向に移動するステ
ップと、が含まれる真空掃除機の制御方法。
【請求項１２】
　前記加圧部材は駆動ユニットによって自動に移動する請求項１１に記載の真空掃除機の
制御方法。
【請求項１３】
　前記加圧部材が移動する中、前記駆動ユニットに与えられる力が設定値に到逹すると、
前記加圧部材は停止する請求項１２に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項１４】
　前記加圧部材が移動する中、前記駆動ユニットに与えられる力が設定値に到逹すると、
前記加圧部材は前記第１方向の反対方向である第２方向に移動する請求項１２に記載の真
空掃除機の制御方法。
【請求項１５】
　前記加圧部材は前記第２方向に移動した後停止する請求項１４に記載の真空掃除機の制
御方法。
【請求項１６】
　前記加圧部材は、前記塵埃捕集部に備えられる固定部材の一側に向けて回転する請求項
１１に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項１７】
　前記加圧部材は、前記固定部材の一側に向けて回転した後、他側に向けて回転する請求
項１６に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項１８】
　前記吸入モータが作動する中には前記加圧部材が移動し、
　前記第１方向は、前記吸入モータが停止する前の前記加圧部材の進行方向と同じである
請求項１１に記載の真空掃除機の制御方法。
【請求項１９】
　前記加圧部材が第１方向に移動した後、反対方向である第２方向に移動する請求項１８
に記載の真空掃除機の制御方法。
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